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第
二
十
一

津
町
ト
ー
ョ

協
か
ら
七
人

委
員
長
）
が

会
の
発
展
に
一

今
年
で
二
十

６～７－フランス乳牛改良情報

８－〈組合長日誌＞

アメリカ農業を視察して②

９第２回農民写真展

１０－根室地区ＪＡ青年部大会

１２－１３－道東ブロックリーダー研修会
１４－〈暮らしの知恵袋＞

一年の生活を振り返って

１５－お歳暮セットの取りまとめ

、
貝
献
し
て
き
た
人
た
ち
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
昭
和
五
十
一

農
業
、

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
同
賞
は
、

回
根
室
管
内
農
業
賞
表
彰
式
が
十
一
月
十
九
日
、
午
前

１
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行
な
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
中
標
窪
・
横

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

農
協
な
ど
農
業
団
体
の
運
営
に
長
年
に
わ
た
り
尽
力
し
、

1７新たな基本法

１８－１９－今月のフォトアルバム

２０－１１月の組合日誌『

根
室
管
内
農
業
賞
委
員
会

十
一
時
よ
り
中
標

田
国
雄
氏
ら
七
農

員
会
（
枳
穀
勝
久

尽
力
し
、
地
域
社

一
年
に
制
定
さ
れ
、

要



〈
横
田
国
雄
氏
功
績
〉

昭
和
几
年
群
馬
県
富
岡
市
化
ま
れ
。

昭
和
二
十
八
年
、
十
九
歳
で
北
海
道
農

業
を
志
し
釧
路
拓
殖
実
習
場
に
入
り
、

そ
の
後
、
｜
委
託
戈
習
を
経
て
昭
和
三
十

年
現
在
地
に
入
航
。
入
植
当
初
は
ｌ
二

満
の
ｔ
地
を
凶
か
ら
払
い
下
げ
を
受
け
、

穀
救
を
主
体
と
し
た
畑
作
物
を
生
康
し

た
が
冷
涼
地
帯
で
あ
る
た
め
畑
作
収
入

が
イ
安
定
で
あ
り
、
開
墾
補
助
金
、
冬

期
間
の
適
材
作
業
で
拒
活
を
つ
な
ぎ
ま

し
た
。

昭
和
三
十
二
年
道
貸
し
付
け
牛
一
頭
、

口
己
購
人
牛
一
頭
の
乳
牛
二
頭
か
ら
酪

農
緑
営
を
開
始
。
こ
の
二
頭
を
曜
礎
牛

と
し
て
乳
牛
を
徐
々
に
増
題
し
収
益
の

拡
大
、
経
営
の
安
定
と
共
に
経
営
の
規

模
拡
大
を
は
か
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
に
発
足
し
た
高
嶺
乳

検
組
合
に
い
ち
早
く
入
会
し
個
体
能
力

の
向
上
と
乳
牛
改
良
に
取
り
組
み
、
昭

和
Ⅲ
十
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
第
一
次
農

業
構
造
改
善
事
業
に
よ
り
、
土
地
基
盤

整
備
、
畜
舎
施
設
を
建
築
、
ま
た
群
馬

ト
ラ
ク
タ
ー
利
用
組
合
を
設
立
し
、
ト

ラ
ク
タ
ー
池
、
牧
草
調
整
作
業
機
械
を

導
入
。
昭
和
四
十
五
年
の
第
二
次
農
業

擶
造
改
善
事
業
で
は
、
高
性
能
機
械
利

川
組
合
を
発
足
し
自
走
式
ハ
ー
ベ
ス
タ

１
を
導
入
、
そ
の
姿
勢
は
他
の
模
範
と

な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
第
二
僕
落
、
西
竹

地
区
連
合
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
常
に

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
今
Ⅱ
の
地
域

酪
農
経
営
の
基
盤
確
立
に
献
身
的
な
努

刀
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
か
ら
昭
和
、
十
九
年

ま
で
四
期
十
二
年
間
中
標
津
川
農
協
理

事
に
就
任
。
こ
の
間
、
中
標
津
町
農
協

乳
牛
改
良
同
志
会
を
発
足
し
初
代
会
長

に
就
任
。
昭
和
四
十
几
年
に
は
狐
、
に

四
十
日
間
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
の
酪
農

を
祝
祭
、
こ
の
研
修
経
験
を
元
に
昭
和

５
匹

【

五
十
一
年
中
標
瀧
川
農
協
輸
入
牛
導
人

事
業
を
手
が
け
、
カ
ナ
ダ
よ
り
行
十
八

蚊
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
基
礎
雌
牛
を
導
入
、

現
在
の
Ⅲ
標
津
乳
牛
の
恭
礎
作
り
に
多

大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
．
さ
ら
に
は
、

収
益
の
拡
大
及
び
所
得
の
確
保
を
図
る

た
め
、
乳
用
資
源
を
有
効
に
活
用
で
き

る
「
乳
肉
複
合
経
営
」
を
選
択
、
肉
牛

の
生
産
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、

現
在
、
和
牛
の
繁
殖
・
育
成
を
取
り
入

れ
乳
用
雌
牛
と
和
牛
受
精
卵
を
活
用
し

た
効
率
的
乳
肉
複
合
経
営
を
確
立
し
、
中

標
津
町
農
協
肉
牛
振
興
会
の
設
立
に
尽

刀
さ
れ
初
代
会
長
に
就
任
。
乳
牛
の
府

鷲
可

『
雫 諄
鍾
袴

ニゲニー■

表彰を受ける惜田宍壼

県
消
流
事
業
の
基
礎
を
築
き
、
中
標
瀧

川
農
協
の
乳
牛
改
良
の
推
進
と
乳
牛
消

流
．
乳
肉
複
合
経
営
の
定
着
に
よ
る
酪

農
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

根
室
管
内
生
産
連
の
事
業
で
あ
っ
た
小

国
黒
竜
江
省
国
営
牒
場
総
局
の
酪
農
研

修
生
受
入
に
つ
い
て
も
十
年
間
会
長
を

歴
任
さ
れ
精
力
的
に
取
り
組
み
、
日
中

友
好
鬮
際
交
流
を
推
進
し
ま
し
た
。

ま
た
昭
和
六
十
．
年
、
北
海
道
知

事
か
ら
、
北
海
道
指
導
農
業
士
に
認
定

さ
れ
担
い
手
の
育
成
と
研
修
生
の
受
入

れ
を
積
極
的
に
行
な
い
農
業
後
継
者
の

指
導
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昭

和
六
卜
三
年
か
ら
平
成
八
年
ま
で
、
第
一
一

次
、
第
三
次
地
域
農
業
振
興
計
画
・
農
協

五
カ
年
計
画
策
定
委
員
会
の
委
員
長
と

し
て
計
両
策
定
に
当
り
、
農
業
、
農
業

経
営
、
組
合
運
動
の
広
範
囲
に
わ
た
り

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
賞
着

横
川
倒
雄
氏
（
巾
標
津
川
俣
落
）

Ⅲ
卜
博
氏
｛
中
標
津
川
西
竹
）

井
上
均
氏
（
標
津
Ⅲ
古
多
糠
）

凡
ノ
丼
末
男
氏
（
別
海
川
上
券
別
）

卯
野
斉
一
氏
（
別
海
町
西
春
別
）

佐
々
木
茂
成
氏
（
別
海
町
中
春
別
）

丹
羽
宏
氏
（
別
海
町
中
西
別
）

グ



灘
た
だ
い
ま
一
歳
十
力
川
の
元
気
盛
り

な
男
の
子
は
、
三
輪
祈
郎
さ
ん
宅
の
長

男
・
晴
也
く
ん
。

お
し
ゃ
べ
り
も
、
な
か
な
か
の
上
麓

ぶ
り
で
、
ち
や
あ
ん
と
お
母
さ
ん
と
、

や
り
と
り
が
で
き
ち
ゃ
う
所
は
感
心
な

の
で
す
。

と
に
か
く
今
は
、
家
の
中
で
チ
ョ
コ

チ
ョ
コ
と
い
た
ず
ら
す
る
の
が
大
好
き

で
、
な
か
な
か
止
ま
っ
て
く
れ
な
い
晴

也
く
ん
。
で
も
、
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と

今
ま
で
の
や
ん
ち
ゃ
ぶ
り
を
少
し
も
見

侭7nｈ

|)H1場地|え三輪哲郎･牧子さんご夫妻
（乱ろや

晴ｉｈくん(1歳10力)I）
一、’￣ 

蕊

せ
ず
、
ち
ゃ
ん
と
お
す
ま
し
ポ
ー
ズ
を

と
っ
て
く
れ
る
様
子
に
お
母
さ
ん
も
笑

い
ま
す
〈

と
に
か
く
今
は
、
お
卸
さ
ん
の
真
似

っ
子
が
大
好
き
で
、
ゴ
ミ
箱
を
ふ
み
台

に
し
て
、
流
し
で
水
遊
び
が
お
気
に
入

り
だ
と
か
。
そ
ん
な
イ
タ
ズ
ラ
も
度
を

す
ぎ
て
、
生
キ
ズ
も
絶
え
な
い
け
ど
、

痛
く
て
も
す
ぐ
泣
き
止
む
か
マ
ン
強
い

よ
い
子
。
や
っ
ぱ
り
男
の
子
で
す
ね
。

郵
便
屋
さ
ん
が
来
た
ら
、
受
け
取
り

に
行
っ
た
り
、
六
月
に
誕
牛
し
た
カ
ワ

あ
き
風

イ
イ
妹
・
明
穂
ち
ゃ
ん
の
面
倒
を
み
た

り
お
手
伝
い
も
で
き
る
お
り
こ
う
さ
ん
。

で
も
、
明
稔
ち
ゃ
ん
に
ミ
ル
ク
を
飲

ま
せ
て
、
あ
ま
っ
た
ミ
ル
ク
を
い
た
だ

い
ち
ゃ
う
と
い
う
お
ち
や
め
な
事
も
…
。

庇＝、

牢は暗い所が大の苦手なのです

残
ら
な
い
と
怒
り
だ
す
と
い
う
か
ら
、

お
か
し
い
で
す
ね
。

「
の
び
の
び
明
る
く
、
搭
前
の
通
り

育
っ
て
ほ
し
い
な
」
と
話
す
お
母
さ
ん

の
願
い
通
り
、
ス
ク
ス
ク
、
兀
気
に
人

き
く
な
っ
て
い
る
晴
山
く
人
。

も
う
少
し
し
た
ら
、
も
っ
と
立
派
な

お
兄
ち
ゃ
ん
ぶ
り
を
兄
せ
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
ね
。

かわいい妹･覗鱗ちゃんと一緒に

夢
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□
Ｉ
ル
ベ
ー
ル
サ
イ
レ
ー

ジ
の
給
喜
上
の
要
点

｜
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

Ｒ
Ｂ
Ｓ
か
ら
の
乾
物
摂
取
璽
や
採
食

時
間
。
行
動
の
個
体
差
が
大
き
い
こ
と

が
表
一
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
様

表１ロールペールサイレージ(RBS)摂取量と摂取行動の個体変動 /P悪気

ｌ均lln
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衣
二
は
、
前
述
の
現
地
調
森
の
Ｒ
Ｂ

Ｓ
を
自
巾
採
食
さ
せ
た
場
合
の
、
他
の

要
囚
と
の
関
連
を
示
し
た
も
の
で
す
。

Ｒ
Ｂ
Ｓ
の
摂
取
量
が
増
加
す
る
と
全

乾
物
摂
取
量
は
増
加
す
る
も
の
の
、
配

合
摂
取
量
や
乳
量
は
低
下
し
て
い
ま
す
。

な
状
況
で
は
、
結
果
的
に
特
定
の
牛
は

濃
厚
飼
料
多
給
、
栄
餐
不
足
と
な
り
種

々
の
障
需
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

採
食
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
、
牛
昨
の
序

列
、
採
食
行
動
の
難
易
性
な
ど
か
、
個

体
間
の
採
食
量
・
行
動
の
差
の
主
因
で

す
．
こ
の
た
め
草
架
の
増
加
、
採
食
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
、
群
分
け
な
ど
の
対
策

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

ロールベールサイレージ(ＲＢＳ)摂取量
および摂取時間と関連要因との単純相隣
（Ｎ＝20） 

表２

←刃

ＲＢＳ乾物

慨取iii

ＲＢＳ 

捜取１１昨Mｌ

ＲＢＳ乾物摂取戯

翁乾物接lijUTf

ilL飼料乾物慨取171:＊

配合飼料乾物摂取蹴

FCM乳峨

体ＩＦ

噸次

分娩後l｣数

-0.061 

-11.48］ 

－(し405

-1昨'11

-0.321 

－0.035 

-0.314 

０．５８２零

0.472＊ 

－０．５２７＊ 

-0.583＊;{’ 

－０．７１６＊瀞

Ⅱ､445 

0162 

０５１５＊ 

鯏鱸Ｒ珂駄息袈パ

;W鱗と簾麟！
;;蝋黙畷

溌溌薫

ま
た
Ｒ
Ｂ
Ｓ
の
摂
取
時
間
が
長
い
牛

は
、
全
乾
物
摂
取
量
が
低
い
伽
向
に
あ

り
ま
す
。

＊ＲｌＢＳ途除く他の飼料（1吃卓＋コーンサィレー

ジ＋ヒートパルプ＋配令飼1':}）

＊Ｐ〈0.05．＊＊Ｐ〈0－０１

｛
〆
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JA貯金にプラスして
モオーLet'sキャンペーン期間に限り

お預り曰の店頭表示金利の

↓ 
ｽｰﾊﾟｰ定期1年
（自動継続式）詳しいことは窓口、またはお電話で

お気軽にお尋ねください⑤

、

ダダ

商品の！ 苫案

貯金の種類

内

スーパー定期(l年以｣_､向動継続式）
貯蓄貯金，

定期積金〈ﾕ年以i1il座娠替式）

抽選券の

交ｲｫ蕊準

ス

貯
－パー定期･･'二0万'1]を二|聰し、

雷貯金･･･10万11]以lzでの１１
l梅進呈
'1蔓[}卜i談に

つきLljuL里

定期積金…姉Ｊ１刷泣額1万lwを:ｎｋＬ
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瀧いすｵLも個人限定とlハ新規Hi入分を対象とＬま主

当選の

無効基準
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高
齢
化
社
会
へ
向
け
て
考
え
る

ロ
画

■
■
 

評

ま
し
た
Ⅲ

区 ＋
｜
月
二
十
八
ｕ
に
、

性
部
研
修
会
か
寿
宴
で
開
催
さ
れ

HFD､、

鰄鐘＝ﾃｲｯ孝之二頁作り麺ﾃないました脅！

平成９年度

道東ブロックリーダー研修会

女１１'部別部長井口伊津子

ｊ
Ａ
根
室
地

グループ･討議報告もしました

＋
｜
月
十
三
日
、
十
四
日
に
か
け
て
、
道
東
ブ
ロ
ッ
ク
地
区
別
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
、
家
の
光
大
会
が
阿
寒
湖
「
ホ
テ
ル
エ
メ
ラ
ル
ド
」
に
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

道
東
か
ら
は
二
百
人
参
加
で
、
根
室
地
区
は
一
一
十
人
の
参
加
で
し
た
。

に化ま午後こあ当
ｉｊ社討し後のう今り女根
な会議たか遣高年ま性室
わへの゜ら言齢のし部管
ﾉＬ］iＬ１ｌＩｌ１は状輪Ⅱ「たか｜人]
てけでグェ福修゜らか
いてはルと杣テばら
まの、｜ぃ二．｜、約
し意こプう、マ十ｉ「
た）,Ｌれ訂Ⅱ凡／「は｜)し｜人
・交か識Dljl前弐人の
擁らへを１１；の参
がのとし,Ｌにえ参jIll
満満人て可てｉｌｌｌで
発齢’）、′「いか、
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振尹、

鰄刎灘
参加り)司井rロ港〃

業ため低公か↑｣‐題的緬
維。ｉ'トド係ら係し介朗ま
街そな、隙は長て識ｌ１Ｉ（ず
実のど征Iliリ，舟の北保で
践後に宅度齢話海険始「］
1ネブつ介、街し道とまⅡ
例ロい繊老がを保私リー
ヅヒソて、人ふ１１１Ｊ雌たま時
雀ク，活ホｉｉｉえき幅ちしよ
、代Ｌｌｎｌ：るま祉のたり
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〃農しＩのネＩｚれ－と公ｉｌＭＩ 当女性部からもﾌﾞﾆ〈さん参加がありました
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お
油
し
｜
人
間
と
の
付
き
合
い
は
握
く
、

文
化
的
に
も
社
会
的
に
も
、
お
洲
は
人

き
な
役
判
を
扱
っ
て
き
ま
し
た
。
孫
度

の
筆
は
あ
れ
、
飲
め
ば
、
然
と
酔
う
の

が
お
洲
で
す
が
、
叩
に
酔
う
の
で
は
な

く
、
自
分
に
適
し
た
荊
類
や
飲
み
方
を

選
択
し
、
楽
し
く
、
健
康
的
に
飲
ん
で

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

お
酒
の
効
用

「
滴
は
、
鍵
の
長
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

お
洲
を
上
下
に
飲
む
と
、
健
醗
に
プ
ラ

ス
に
な
る
と
い
っ
た
研
究
か
各
方
面
で

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
鑑
近
で
は
、
適
度

の
飲
酒
が
艮
岫
き
を
も
た
ら
す
こ
と
や
、

血
中
の
蒸
韮
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
Ⅱ
Ｄ

Ｌ
）
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
動
脈
砿

の
発
表
だ
っ
た
の
で
、
何
か
ジ
ン
と
く

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
研
修
が

Ⅲ
十
分
あ
り
ま
し
た
。

夜
は
懇
親
会
が
に
ぎ
や
か
に
始
ま
り
、

各
地
区
の
出
し
も
の
が
、
次
々
と
披
露

さ
れ
、
根
室
地
区
で
も
参
加
省
全
員
で

コ
ー
ラ
ス
、
蹴
り
を
出
し
て
、
み
ん
な
で

楽
し
み
、
に
ぎ
や
か
な
巾
、
終
り
を
つ
げ

適
正
飲
酒

の
推
進

こた件ルすスｉｉｉ〈ず臓おijL’三二一ｌＵ
ドめ＝に．がといアで､ア酒、、、、がそ
を仁［’よＩ、水でセ代ルと疲発ス食あの
処、粋つルそと酢ト謝．身労恕卜欲り仙
鞭虚いて膿のな酸アさ１体llJlのしのまに
し性と異度吸つとルれル復`|i兵ス期すも
きのはなや収てなデまは換の進｡、
れ強、り体や体リヒす、解例
ずいおま重代外、ド｡そｉｉ'』え

||'噸葹熱離#’４
やアが々度さ炭さは分ん
鴇ル参のばれ艤れ、が な
、デい条アまか、まⅡ「効

化
を
防
ぎ

一
Ⅱ
目
の
終
り
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
Ｈ
は
朝
八
時
Ⅳ
１
分
よ
り
講
演
、

擴
辺
座
子
氏
の
『
行
ま
で
現
役
而
救
館
‐

～
Ｊ
Ａ
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
華
せ
つ
く

り
連
動
～
と
題
し
て
、
自
給
口
趾
の
喜

び
と
座
が
り
、
上
を
持
つ
Ｊ
八
女
性
、

季
節
に
よ
り
旬
の
も
の
を
人
い
に
食
べ

ま
し
ょ
う
と
終
り
、
次
は
家
の
光
の
梅

Ｌ
’
 

一
人
ら
す
と
い

仔駒ｂ

心
臓
病
の
予
防
効
果
を
も

（
た
雛
什
も
あ
り
ま
す
。

Ｚま－け特た丙こにテつり場も甑
を、すもたノズ、まに梶少おん排こて、合し脈

聯馴:蝋k賎鱗jiil写：

;』蝿灘蕊雛準仁飲な、作）ll

ll1l灘鐘篭鰹.〈１，Ｗ浴まで

が蝿りてれ,:,，航gｉ胴騨２ｔ

洋
さ
ん
の
話
し
、
「
地
球
に
や
さ
し
い
化

活
」
に
つ
い
て
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
、
環

境
終
備
な
ど
、
少
し
で
も
ゴ
ミ
を
少
な

く
す
る
た
め
に
し
｜
ミ
ニ
テ
ィ
シ
「
｜
ケ
ー

ス
作
り
で
鍛
後
、
全
員
に
こ
や
か
に
楽

し
み
な
が
ら
完
成
し
て
、
．
ｎ
冊
の
研

修
が
無
事
終
り
ま
し
た
。

お
樅
ま
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ぴ
っ
し

〆１可

in，⑨⑧⑦⑥⑤④③②①適lILl
lllう遅強〈人週Ｆｌ食、笑正う、まてお浴、の
111腱くいず仁に分べ分い飲ｏ欧せはそや飲原
なてアリillLi--のなのな酒illLiん脳Ｊ１しサｉｉＷｌｋｌ
ど６ルとの１１j］遮がへが十遮・卒がウ’'１仁
の夜。・無は凝ら’ら力転’１１あナあも

ｉｌｉｌﾉI紺製休に鰍ス典条はのるはるなに

畝|譜Ｗ鋼職ｉｉ(}鰹ル|』；ljli墜科
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１）欧めなrilMナ1.直せ
’二ていいともまりにざ後ん
（ずうし力闘よせの･
よよれつる人

リ
で
し
た
か
、
と
て
も
良
い
勉
強
の
場

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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今
年
も
一
年
を
振
り
返
り
、
新
し
い

年
に
向
け
て
準
備
を
す
る
時
期
と
恋
り

ま
し
た
く
殿
十
は
ど
の
よ
う
な
年
で
し
た

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
来
年
に
向
け
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

○
家
計
か
ら
生
活
を
点
検

家
計
の
数
字
を
ひ
ろ
い
な
が
ら
、
饗

Ⅱ
ご
と
の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
っ
て
生
活
を

見
直
し
て
み
る
の
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

無
駄
な
文
川
は
な
か
っ
た
か
、
計
伽
的

な
家
計
管
皿
は
で
き
た
の
か
を
点
検
す

る
こ
と
は
、
生
活
そ
の
も
の
を
振
り
返

る
こ
と
に
な
る
と
忠
い
ま
す
。
｛
炎
一
）

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
今
年
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
米
年
は
ど
の
よ
う
な
生
活

が
兄
込
ま
れ
る
か
を
ｒ
算
と
し
て
た
て

て
お
く
こ
と
も
、
ス
ム
ー
ズ
な
化
椚
を

送
る
た
め
に
人
切
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

○
長
期
的
な
目
で
生
活
を
見
よ
う

家
計
を
考
え
る
と
き
、
Ⅱ
常
の
生
椚

に
関
わ
る
費
川
と
と
も
に
人
き
な
節
Ⅱ

ご
と
に
関
わ
る
費
川
、
例
え
ば
教
育
資

金
、
住
宅
取
得
、
結
塒
、
老
後
資
金
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
金
は
家

計
費
に
占
め
る
割
合
も
大
き
く
な
り
ま

す
か
ら
、
慎
重
に
計
画
を
党
て
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
（
炎
二

資
金
の
流
れ
を
分
析
し
、
ど
う
い
う

加
序
で
、
ど
の
穐
度
の
資
金
準
備
が
必

要
か
を
確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
貯
金
に
つ
い
て
も
い
つ
Ⅲ

の
た
め
に
、
い
く
ら
必
要
…
と
い
う
計

'療命、

北根室地区農業改良普及センター

脚
か
さ
き
に
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
卜
下

に
で
き
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

唯
椚
を
す
る
上
で
、
ど
れ
だ
け
の
収
入

が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
も
狡
礎
で
す
が
、

そ
れ
以
ｆ
に
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
Ⅲ
い

る
か
が
家
計
を
管
肌
す
る
上
で
大
切
な
視

点
で
あ
り
、
化
活
の
鶚
か
さ
を
縢
え
る
と

き
に
正
要
な
張
で
あ
る
と
Ｕ
い
ま
す
．

生活内容から見た家計診断のポイント表１

項巨

犀
食
生
活
衣
生
活
住
生
活

・食,}１Ｗ〕パ弓シズは郭Ｌているか

｡「l韻ＩｌＩｆ駕一子JfUlll状況
･ロ融IRllluiの状況

・雛,１５kはないか
.クト食．，iIll噸『｣午み父,},１，〃)ｲﾘllllX況
・1illMFIilIIⅢ］状,lｆ
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･鱗劫辮のllki)ＩＬ
･iIIliに水illWlZiと

排

熱

,叙ｆｉ〃針

,戦fjfIHi”rIIl1i
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;M1 
･素肱の式'1M件七J物状ＩＩＬ
,lhLllltやそ･力他必磐な火llliぴ)状況
･街!jWH1L､はし.ごＬ『をいか
,火１１１tや漢!〔壷ピで'１－フデーユ､でき患

：〆)ひ〕:lX3II
・クロｊ一二＞グや焔｣Ti1グ)状nIl

言
筋=h、

･１Ｍリ物勿:llullL

･おＩＭＬⅡ、ＪｆｈＬ郷ぃなとｖ〕:lltiII1
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・・llfiY
,ｊｍＬ 

壱
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･櫨器′〕肱ﾄﾞiitや破批状況
・ｌｉＬＥの「人オＬｉ即7改築宛ど_乃濫hｋ

鶴

｡,1111ⅡI｢１１も』】{'i儲や(IIL腕と二ｺJﾉj,合
･保1噸やjkijヤーアJ011ヘオldIlL
.［h1lj虚11;IやJ｣I【ｊ金癒ピ｡け,ﾛ(IlWI

経矯

年
水
の
こ
の
時
期
、
へ
‐
舵
‐
の
化
研
を

振
り
返
る
と
し
’
６
に
、
腫
期
的
な
Ｈ
で

こ
れ
か
ら
の
化
禰
を
兇
面
し
、
家
族
み

ん
な
で
ゆ
と
り
あ
る
化
活
を
拝
》
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

飛愉

表２三大資金（教育費資金･住宅資金･老後資金）の流れの例
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生
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生
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お 裾の取りまとめツ
JＡ中標津乳製品エ場

日頃より、当乳製品エ場にはご理解あるご協力

いただきありがとうございます…

この度、乳製品エ場と牧舎製品のお歳暮セットの

りまとめを実施することと致しましたのでご用命
ださるようご案内致します侭
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Ｃセット
ロセット

ヨセット

品宅 セット内容 価格 備 考

ケフィアオーＬ５００ｍＣｘ２ｲﾊﾟ

ﾙ１１琲)桴Ｌ250,llCxl6本
Ａセット ２．１００F， 

ケフィァォーレ10()OmUX3ｲﾍﾟ
ﾙIiUli'ﾄｷﾞLlOOOⅢｃｘ３小

Ｂセット ;2審α弓０ｍ

レアチーズケーキ’1[ｌｇｘｌｌＩｊ
アイスクリームl2llm9x8111i

アイスク'１－ム価煎バニラ･コテモモ
ヨモギ･フキノトｉ７各凶(M１

Ｃセット ２，ＢＯＯ区

シャヵィモパィ300ｇｘ２１Ｍ
アイスクリームｌ２０ｍＩｘ８ｌ,A，

アイスクリームfilI航･バニラ･ゴケモモ

ヨモギ･フキノトウ･各2111iｌ
Ｄセット ４ｇ２００匡

クンキーl8Illl人ｘ３１１Ａ
サブレ９１:ｋ/Ｌｘ1,,,1

ケリキーWiiiiYI･こけ６４
チーズ･かぼちぺ.

Ｅセット ２，５００区

ＳＯＯＥ 

１,ＳＯＯＥ 
１．ＢＯＯ厚

-luhf道

'1M1〔以彦Ｉ上
lIUlHll1[iｊ 

送料

上記価格:消費税別途
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品名 セット内容 価格 備考

Ａセット
ケフイアオーレ５１)0,ⅡＣｘ２ｲ鬼
馴'1誹り゛乳250,''(xl6ｲＡ ２，１００同

Ｂセット ケフイアオーレ』0(肱:('ｘ３水
llliqli'|竿Ｌ二000'ⅡCｘ３４ 竺皀量ｓｏ

Ｃセット レアチーズケーキ｜･'[ｌｇｘニル｜
アイスク;ノーームl2llm9x81:Ｍ ２，８００ 

アイスクi'－－ムルIi繭･ぺ.:.ラ･=1ヶ詮ぞ

;Yモギ･フキノトウ升２(M’

Ｄセット ジャガィモパイ300ｇｘ２１１Ｎ
アイスクリームユ201ⅡＩｘ８１１Ａｌ ４ ２００ 

アイスク:；‐ム’

ニヨモキ･-うき

iIL･バニラ.:ザケモ･モ

トウ･各2111iｌ

Ｅセット クヅキー：SIlll人ｘ３ｉ1,1
+ﾉーブレ９１:k人ｘ11,1Ⅲ ２ 

クッキーWiiijYI･目
チーーズ･か(子

もも

送料
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iIulHi以吋』

ＳＯＯ 
ＳＯＯ 
ＢＯＯ 



） 
ノ（ 別海高等学校農業特別専攻科学生議のご案内平成10年度

＜ 

専攻科とは

専攻科は、高等学校を卒業した後jMi者や新規就農者が；lき続き家業に従事しな
がら酪農経i賞や技術を学び､人間的な成長を助け､仲間づくりをするところです。

|酪理実珂

自分の受誌したい科１１を｢1111に選択してiii位を修得するシステムです。開講科
F|は、酪農に|封する尊'脈]科[|、教養科1二|、専攻科目（ゼミ）があＩ)ます゜また、
|}|]識時間も午前lOlMF50分から'｢後211＄１０分までなので、朝夕の乳牛の符理作業に
従事しながら学習できます。

単位制の

導入
径gＢ

自家の経営に結び付いた学習
学生募集要項

自家の草地、乳'卜にljMする事柄をゼミ

ナールごとに分かれて取り組みます。ま

た､農業簿記による経営診断も行います。

夏季の農繁期（６月－８月）は授業があ

りません、

修業年限２年

募集定員酪農経営科２０人

出願資格平成９年度高等学校卒業見込みのノノ

酪農の基礎技術を学びたい方

新規就農を考えている方

出願受付平成10ｲ1二ｌ）]191｣(月)－１月2811㈹

出願書類入学願書、健康診lWT証明書、訓盃,磐

入学検定料、農業経営調書

※入学書類一式は北海道別海高等学校事務室に用意

しています。

検査日平成１０年２月611燭作文・]､i接

検査場所北海道別海高等学校農業特別専攻科

※詳細については、別海高校農業特別専攻科

〒086-02別海Ⅲ]別海緑、70-1丑01537(5)2053

まで､お問い合わせください。

先端技術に対応した学習

コンピュータを用いた経営管理などを

取り入れた実践的'学習ができます同

国内外の実習

化学２年Ⅱに希望に応じた条件(地域。

規模など)で実習を行うことができます。

（国内・ニュージーランド・欧米など）

別海１１１１(U｢催iili助金制度を利)|'できます。
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「

共塁:祷騨属蔦
食料。農業・農村地域に関する

担い議翫愚
ilil圃鵜 ヘ

蕪|鴬鱗靭搬 〆もり望
す
る
人
た
ち
に
研
修
の
場
を
提
供
す
る

「
農
業
イ
ソ
タ
ー
ソ
制
度
」
な
ど
を
導
入

し
、
地
域
農
業
を
担
う
新
し
い
人
材
を
言

成
す
る
活
動
を
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
に
お
い
て
も
、

月
間
」
を
平
成
九
年
か
ら
新
設
。
ま
た
』
要
で
す
。

人
材
を
求
め
る
た
め
に
「
新
規
就
農
啓
発
発
揮
で
き
る
よ
う
な
政
策
が
必

多
様
な
担
い
手
の

現
在
の
属
襄
は
、
規
模
の
大

確
保
と
育
成
を
き
ぃ
農
家
や
小
さ
い
農
家
、
白

平
成
八
年
に
農
業
を
職
業
と
し
て
選
絵
的
農
家
や
副
業
釣
農
家
、
女

ん
だ
人
は
、
〈
｜
｜
国
で
八
千
一
丸
一
白
人
で
し
た
・
性
や
高
齢
な
農
一
薯
、
地
域
の

そ
の
う
ち
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
就
農
営
農
集
団
や
農
業
法
人
な
ど
多

し
た
人
は
一
一
千
人
で
、
若
干
増
加
の
傾
向
様
な
担
い
手
に
よ
り
営
ま
れ
て

と
芯
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
’
’
一
十
九
歳
以
い
ま
す
。
新
た
竃
基
本
法
に
お

下で、脱サラなどのＵターン者が六卵痒耗儘謎識睾》と噸紗乎
千
五
百
人
と
近
年
増
え
て
い
ま
す
が
、
全
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
描
き
、

国
的
に
み
れ
ば
ま
だ
ま
だ
担
い
一
一
十
不
足
は
こ
う
し
た
多
様
な
担
い
一
子
と
多

深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

様
な
地
域
特
性
を
前
提
に
し

gRlwml箸＋39麓以下のＵターン献駕雷年

農
水
省
で
は
、
農
業
内
外
か
ら
幅
広
く
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
て
る
力
が

熱lm50I
qIHIlIll 

震烹

i製
mlllll 

il5Jm 

農
業
技
術
の
修
得
を
希
中
心
的
担
い
手
の

”
霞

魍
霞
孵

脚
鬮
螂

１
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所
得
確
保
が
必
要

地
域
農
業
の
中
心
に
な
る
担
い
手
層

が
農
業
経
営
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
他
産
業
の
個
人
事
業
主
と
同
じ
水
準

の
所
得
を
確
保
し
、
経
管
房
電
安
定
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

農
産
物
の
生
産
者
価
格
（
行
政
価
格
、
）

は
こ
の
十
数
年
の
間
、
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
据
え
置
き
か
引
き
下
げ
が
続

き
、
ピ
ー
ク
糖
よ
り
か
な
り
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。

通
常
は
殖
消
費
者
価
格
が
上
昇
す
れ
ば

他
産
業
の
場
合
、
給
与
は
上
が
り
ま
す
が
、

農
家
の
給
与
と
な
る
農
業
所
得
は
逆
に
下

が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
米
の
政

に＿可

農産物の生産者価格は下がっています

9年産牛匿著価格

ど薑鰯驫に新[Ｉ仇壹はＢ年毒１府
買
い
入
れ
Ⅲ
楠
は
二
十
年
前
の
水
準
で

あ
り
、
四
年
連
続
の
豊
作
に
よ
り
、
自
主

流
通
米
価
格
は
昨
年
に
比
べ
一
俵
（
六
十

ま
〉
あ
た
り
二
千
円
以
上
下
落
し
て
お
り
、

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
専
業
農
家
だ
と
年
収
で

約
百
二
十
万
円
の
所
得
減
と
な
り
、
経
営

に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
て
い
ま
す
。

農
業
を
持
続
的
に
維
持
し
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
ア
メ
リ
カ
な
ど

も
す
で
に
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
価
格
の

変
動
が
経
営
に
支
え
る
影
響
を
緩
和
す
る

収
入
保
険
制
度
の
よ
う
な
仕
組
み
な
ど
、

経
営
安
定
政
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
農
業
を
職
業
と
し
て
選
ぶ
塗
呈
官
が

増
え
て
い
く
よ
う
な
富
曇
奉
政
策
の
確
立
を

私
た
ち
は
求
め
て
い
ま
す
。

(円】

米の政府貫入価格
（立米60kR） 1６．２１７ ▲1３． 59～６１年

U蟹の政府買入価格

（60kR） 9.11, ▲ｌ７Ｅ 5R～Rn量

､u工原辮|j保証価格
、k月］

74.27▲１７５５８~60年

牛肉の安定基準価格

（１ｋ胃）
8Ｋ ▲２７７57-60年

豚肉の安定基準価格

〈１Kg） ５▲３８６５２~53年’邪

■
■
 HＰ 

貢科幾鉢水産省｢裟檀拘価羅計一

一識ゼニツボニj1.ＪＡグループ_

9７１ 

ﾌﾟア

9年産牛匿者価格

（小量li氾年震）

（円）

ﾋﾟｰｸ時から平戒9年

(ﾘ'麦lまB年）

までの下t犀(%）

ﾋﾟｰｸ年

（【冠和）

米の政府貫入価格

(玄米601(E） 1６，２１７ ▲１３． 59～61年

U蟹の政府買入価洛

(601(9) 
9J１０ ▲］７ ５８～60乞

､u工原li零b保証価格

(iK目） 7４２７ ▲１７ 58～60年

牛肉の安定塁準価格

：Wkg） 
8】0 ▲２７． 57-60年

藤肉の安定基準価格

(Tl(9) 
3８５ ▲３８６ ５２～53年
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日頃の運動不足を解消
フレッシユミセス

ミニパレー交流会

１１円27曰|ニフレツシユミセスミニバレー

交流会を開催いたしましだ。

会年毛、部員間交流と曰頃の運動不足解消

を目的とし、’6人の参加言が集いましだ。

４人１組の混合チームを４チーム作り、総

あだり戦で、２コートを使ってゲーム開始。

ゲームが始まるとともに．元気な笑い声と

かけ声か飛びかい、楽しく白熱し厄時間を過
ごしましだ、

"P9園

かわいいナプキンができました鞠ｼﾉ嗽室
ニーーー

，鋪：

唾

Ｍｉ ｐ錘

蝋； 蕊
＆ 

噂轤
謹幾
．鐸ｉＥ

１１月2ＯＢに、女'|'主部でステンシル教室を篇催い厄し

ましだ。講師'二根室より福田明子先生をお呼びし参
加者27人で午前10時より始まりましだ。

ステン二ルは、型抜きのシートを使って絵の具で模

様存つけていく毛のてすか、＝ロはテーブルナプキン

のステンシ｣[に挑戦。思っていだよ'0も簡単に作業は

進み、お昼蔀にはかわいい花柄模様のついだテーブル

ナプキンか完成。誰'二でもできる所か楽しいと、参加
の皆さんも大満足のようでしだ。

:ｊＬｍ･ 

へ剣2選
．､○一＿

霧

二ん薮にかわいいナフキンが宗歳

グ‘



一年の活動を振り返る野菜生産組合反省会

中標津町野菜生産組合（房川秀

子会長）は、会年度の朝市か終わ

り、１１曰13曰、マルエー温泉にて

反省会を開催しましだ。

昨年まで朝市は、儒凋金曜Ｂ、午

前６時30分からの販売でしだが、

会年から缶遍曰暹曰、午前７時か

らの販売となり、５局18曰から９

月28曰までの計20口開催されまし

厄。

期間中、消費者にアンケート調

苣を実施し、その集計結緊を皇に

協議され、総体的に曜曰、時間帯

鮮度、価格など、それぞれ良いと

評価されましだが、この結果に満

足せす、さらに消寶青に喜んでも

らえる野菜作りを心掛ける様、話

し合われましだ。

Ｐ風

自分で作るのは、
楽しいね

女性部パッチワーク教室

d汗庵ｈ

１１月18曰、２５曰|こ、女)|生部でパッチワ

ーク教室を開催しましだ。

昨俸から続いて．俵橋の大西ふみ江さ

んの講師協力を得て、会回は、２回の教

室でポーチを作成すること|こなり、参加

希望者は約30人集まりましだ。

、/EEEの「なくつかみ」て初歩的な指壜

をうけ尼のですか、含回のポーチはさら

に復籍。

難しい顔をしながら懸命にとり組みな

がらも、＝分で作る事の楽しさを感じな

がら、立派なポーチを完成させましだ｡

ズー，



蟻； 一曰皆貯金

総額で

87,590千円
４～７｢１定例向摘慌査

６日新店舗建設委員会
｜Ar卜と'三虚振興会役旦会

1]Ｈ\L『卜改良lTi]志会役負会
営農資材研修会

13日酷対役員会
乳牛改良|同｜志会勉強会

141ｺ｜酪農へルパー利、組合役員会
１８日酷対消費拡大委員会
20n地域,IDL業振興計画策定審議委

員会
26日地域農業振興計lllT1畑作部会
27日店舗建設委域会
28日営農委員会

地域農業振興計i[111生活･環境・
Ｉルコ手部会

291二１地域農業振興計iiliilWf農・肉牛
部会

ｐｍＰＰＣ(ＩＡＳＩｌＷｍＣｆＪｒｎＵＴＴ１ 

平成911二度、-11粁貯〈iirは、１０)｣l6ljから3111まで、

組合員宅及びlIIlﾉl各ど家庭を訪問し実施いたしました。

実績といたしましては、件数1,330i`'二で､組什戴、準iMl

合Li、員外を含め総粒で8,759万27811jとを')まし九。

農業情勢、経済状況の厳しい111ではありますが、ヤテ様

の多人なるご協ﾉjに厚くお礼をIl1L上げますと共に、今

後とも]と[し〈お願いlllLlZげます⑪

β宍

年末年始の業務曰程 一般業務納め
一般業務始め

12月30日(火)午後３時まで
１月７日伽 「|休業

３日(±１３１日剛 元旦体） ２日儲 ４日(日 ５日(月１ 備考６日(火）

般業瀞

貯金･組勘･共済仮=、 l51WFまて l5ll1Fまて

15時まで １５時までＡＴⅣ 

1211のlllli1・祭
Ｈは意寵します

Ａ．－プ 13時まで 平常業務 平常業務

配達繋獅(二つき
ましては、７］ｌ
以降と右･'）主十

資材店舗 131酢まで！ Vzllli業務 ﾄﾄﾞ術業務

12112811(H)は億
業します

農協前給油所 13111Fまで 平怖業務 しF術業務

］2112311(斜、

2811(lhは営業し
宏十

桜ケ丘給油所 1311作まで ４F常業務 ll2Iii業務

人エ授精 12粥業務 １２粥業務 平常業務 平常業務 ､ﾄﾞﾄﾞ|i業務 ilzfKr業務

緊患/l簿Ll1
ついては、
皿知しまで

険iIrに
、刑維

侍込に限る
受lil｣I'|諏

勝込に|腱る
受付正午鉦

将込に限る
受付正午武

生乳検査

乳製品エ場 平常業務 平餅業務

●発行･中標津町農業協同組合●編集･経営企画課組織広報係‘２－３２７５⑤発行年月日･平成9年12月lＯＥ
‐罰夕）

31日伽 元旦㈱ ２日閏 ３日(±） ４曰く日） ５日(月） ６日(火） 備考

一般業務

貯金･組勘･共済 1511酢まで 15Ⅱ聯まで

ＡＴＭ 15時まで’ 15時まで

Ａ．－プ 13時まで 平常業務 平常業務
ﾕ2j1のIllIiI1・祭
;１１１k営業します

資材店舗 131]緋まで 1z漁業務 'だ術業務
配達繁務につき
ましては、’７］ｌ
以降とをl)ます

農･協前給油所 1311群まで 戸1jzfIf業務 ､}乙術業務
l21j28IT(l])は鴬
業します

桜ケ丘給油所 l311fまで 』に常業務 -11乙唯業務
]211231;(鋼

28i;(liifrl:街蒸し
ま.$。

人エ授精 1z轍業務 ，lzfHr業務 平常業務 』F常業務 1zfli業務 ’１zfl(r業務

生乳検査
緋込l2lHiる
受Iillf''二士Tｌ

排込に|腱る
受付9W當午鉦

侍込にMHる
受付正午託

::\しl翁侮に
,いては、ガリ途
i、知します

乳製品エ場 1乙常業務 Tlz鮒業務


